寒冷地におけるネギの無加温ビニルハウスでの越冬育苗による夏どり栽培に関する研究 by 本庄 求
－ 1 － 
 
 
氏 名 本庄 求 
（ほんじょう もとむ） 
 
授 与 学 位 博士（生物資源科学） 
学 位 授 与 年 月 日 平成２８年３月２３日 
学位授与の根拠法規 学位規則第４条第１項 
研 究 科 専 攻 秋田県立大学大学院生物資源科学研究科 
博士後期課程 生物資源科学専攻 
学 位 論 文 題 目 寒冷地におけるネギの無加温ビニルハウスでの越冬育苗
による夏どり栽培に関する研究 
指 導 教 員 教授 金田 吉弘 
論 文 審 査 委 員 主査  教 授 金田 吉弘 
副査    准教授 吉田 康徳  
    准教授 佐藤 孝 
 
論 文 内 容 要 旨 
［研究の背景と目的］ 寒冷地である秋田県におけるネギの主な作型は，2 月上旬～4 月中旬に播
種し，葉鞘径 2 mm 程度の小苗を定植して，8 月中旬～9 月まで収穫する夏秋どりと 10～12 月ま
で収穫する秋冬どりが中心である．近年，県内の産地からは，長期の出荷体系を確立するため，
現在の 8 月より早い，7 月から収穫できる夏どり栽培の開発が強く求められている．筆者らは，当
初，定植から収穫までの期間を短縮するため，無加温のﾋﾞﾆﾙﾊｳｽを活用した地床での秋まき越冬育
苗によって，苗の生育を促進させて定植する栽培法を検討した．すなわち，10 月上旬に播種し，
















耐暑性品種の‘夏扇パワー’とした．2008 年 9/1，16，10/1，15，11/4 の合計 5 回，128 穴ｾﾙﾄﾚ
ｰと 200 穴ｾﾙﾄﾚｰに播種し，無加温ﾋﾞﾆﾙﾊｳｽで育苗した．1 穴当たりの株数は 1 本（1 本区）と 2 本
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（2 本区）とした．定植期に苗の実用性の判定を行い，育苗中の剪葉が不要であること，花芽未分
化および葉鞘径が概ね 6mm 以上の苗であることを判定の基準とした．実用性ありの苗を 2009 年
4/17 に定植し，7/14 に収量を調査した． 
［結果および考察］ 実用性ありと判定された播種期，ｾﾙﾄﾚｰの規格，1 穴当たり株数の組み合わ
せは，‘羽緑一本太’の場合 10/1・128 穴・2 本，10/1・200 穴・1 本，10/15・128 穴・1 本，10/15・
128 穴・2 本および 10/15・200 穴・1 本の 5 組であり，‘夏扇パワー’の場合 10/15・128 穴・1
本，10/15・128 穴・2 本および 10/15・200 穴・1 本の 3 組であった（第 1 表）．実用性ありと判
定された苗を定植した結果，生育に停滞は認められず，慣行より 1 か月程度早い 7/14 であっても，
収量は‘羽緑一本太’の 10/15・128 穴・1 本を除き，目標とする 300 kg・a-1を上回った（第 2
表）．また，晩抽性品種より耐暑性品種の方が夏どり栽培に適すること，いずれの播種期において







［材料および方法］ 供試品種は，‘夏扇パワー’とした．2012 年 10/19 に，128 穴ｾﾙﾄﾚｰに播種
した．1穴当たり株数は，1本とした．2013 年 4/22 の苗に剪葉処理と剪根処理を行った．剪葉は，




［結果および考察］ 草丈は，剪葉区で定植 1 か月後の 5/22 頃に，剪根区と剪葉＋剪根区でも 2
か月後の 6/21 頃にほぼ同程度の大きさに達したが，地上部重は，一部を除き，収穫時まで有意に
小さかった（第 1 図）．剪根区と剪葉＋剪根区では根数が少なく，窒素吸収量が少なかった（第 2，
3 図）．7/19 には，各処理区とも出荷可能な草丈に達したが，目標収量である 300 kg・a-1に達し
た時期は，無処理区では 7/19 に対し，剪葉区では 8/5 と遅れ，剪根区と剪根＋剪葉区では 8/20 ま









［材料および方法］ 供試品種は，‘夏扇パワー’とした．2012 年 10/5 に 128 穴ｾﾙﾄﾚｰに播種し
た．1 穴当たりの株数は 1 本とし，無加温ﾋﾞﾆﾙﾊｳｽで育苗した．2013 年 2/20 から育苗時の変温処
理を開始した．処理の期間を前期 2/20～3/11，中期 3/11～4/1 および後期 4/1～18 の 3 区ならび
に常時ビニルハウスを開放した低温区と換気の開始温度を 27.5℃とした高温区との 2 区とし，こ
れらを組み合わせた 6 区を設けた（第 4 表）．4/18 に定植し，4/19～5/27 までトンネル被覆した













＝10：4：8）を 50 倍で希釈し，苗箱（60cm×30cm）1 箱当たり 500mL 施用すること，施用時
期は 2 月上旬，3 月上旬と下旬および 4 月上旬とすることを明らかにした．温度の管理方法とし









連結紙筒育苗（264 穴）でも夏どり栽培を開発するため，播種期と 1 穴当たり株数を組み合わせ
て生育と収量に及ぼす影響を検討した． 
［材料および方法］ 供試品種は，‘夏扇パワー’とした．2010 年 10/18，11/1，2011 年 2/14（慣
行）に連結紙筒に播種した．1 穴当たりの株数は，10/18 播種は 1 本，11/1 播種は 1 本と 2 本，
2/14 播種は 2 本とした．2011 年 4/18 に定植し，7/26 に収量を調査した． 
［結果および考察］ 定植期の 10/18 播種の 1 本区は，2/14 播種の 2 本区より，出葉数で 2.2 枚，
地上部重で 4 倍大きい苗となった（第 5 表，第 5 図）．10/18 播種の 1 本区は，慣行の 8 月中旬収




［目的］ 連結紙筒育苗による 8 月どり栽培で，太く，重量の大きい規格のネギを収穫すること
を目的に，連結紙筒の 1 穴当たり株数と定植後の窒素施肥量を検討した． 





術を開発した（第 6 図）． 
 













































品種名 播種期 セルト 1穴 の剪葉 花芽z 出葉数y 草丈 地上部重 葉鞘径 実用性
レー 当た 回数 分化 判定x
りの 率
株数 （回） （％） （枚） （cm） （g） （mm）
1本 2 0 7.1±0.3w 49.5±4.0 15.6±1.4 7.7±0.3     ×
2本 2 0 6.4±0.2 48.3±3.6 9.6±2.4 6.2±0.7     ×
1本 2 0 6.9±0.2 43.3±2.7 9.5±1.0 6.3±0.3     ×
2本 2 0 6.4±0.2 42.5±3.5 4.7±1.1 4.8±0.5     ×
1本 1 10 6.0±0.2 50.3±4.4 16.6±1.5 8.0±0.3     ×
2本 1 0 5.6±0.1 41.1±2.6 8.9±1.2 6.3±0.4     ×
1本 1 0 5.8±0.2 51.1±4.8 12.6±1.1 6.8±0.4     ×
2本 1 0 5.5±0.2 43.4±3.2 5.2±0.9 4.8±0.3     ×
1本 0 10 5.3±0.1 49.9±2.8 20.8±1.8 8.7±0.4     ×
2本 0 0 4.9±0.2 42.3±3.3 11.0±2.1 6.7±0.5     ○
1本 0 0 4.9±0.2 45.8±2.1 12.1±1.2 6.9±0.4     ○
2本 0 0 4.7±0.2 33.1±2.8 4.4±0.8 5.1±0.4     ×
1本 0 0 4.2±0.1 35.8±1.8 9.8±1.4 7.1±0.5     ○
2本 0 0 3.8±0.2 35.9±2.6 7.5±1.5 5.9±0.3     ○
1本 0 0 4.2±0.2 45.9±2.9 10.2±1.3 6.3±0.3     ○
2本 0 0 3.6±0.2 38.8±3.7 5.3±0.7 5.0±0.3     ×
1本 0 0 3.2±0.1 30.0±1.8 4.3±0.4 5.2±0.3     ×
2本 0 0 3.0±0.1 28.0±2.7 3.5±0.7 4.9±0.4     ×
1本 0 0 3.0±0.1 28.6±0.7 3.4±0.2 4.8±0.1     ×
2本 0 0 2.9±0.1 25.8±1.4 2.1±0.3 3.8±0.3     ×
　　　　　　分散分析v　播種期（A） ** ** ** **
　　　　　　　　　　　　　セルトレー（B）　　　　 ** ns ** **
　　　　　　　　　　　　　1穴当たりの株数（C） ** ** ** **
                             A×B ns * * *
                             A×C ns ns * *
                             B×C ns ns ns ns
                             A×B×C ns ns ns ns
1本 3 10 7.6±0.2 46.7±3.9 15.0±2.0 7.5±0.6     ×
2本 3 0 6.6±0.4 45.5±2.7 8.1±1.5 5.9±0.4     ×
1本 3 0 6.8±0.3 44.4±5.4 10.8±0.8 6.9±0.3     ×
2本 3 0 6.3±0.3 38.2±1.6 4.0±0.7 4.5±0.3     ×
1本 1 40 6.0±0.3 54.0±3.9 17.0±3.2 7.5±0.5     ×
2本 1 0 5.5±0.2 51.9±2.7 10.9±1.6 6.2±0.4     ×
1本 1 0 5.6±0.2 49.9±2.3 11.8±1.2 6.5±0.4     ×
2本 1 0 5.3±0.2 49.5±1.9 6.1±0.8 4.8±0.4     ×
1本 0 40 4.8±0.2 48.1±3.4 18.7±2.5 8.4±0.5     ×
2本 1 0 4.5±0.1 41.5±1.4 10.6±1.2 7.1±0.3     ×
1本 1 10 4.6±0.2 46.1±1.2 12.8±0.6 6.9±0.3     ×
2本 1 0 4.4±0.2 44.1±2.3 7.3±1.1 5.6±0.2     ×
1本 0 0 4.1±0.1 43.9±4.1 13.5±2.3 8.1±0.6     ○
2本 0 0 3.8±0.2 49.2±2.2 10.4±1.3 6.6±0.3     ○
1本 0 0 3.8±0.2 45.7±3.9 9.1±1.1 6.2±0.4     ○
2本 0 0 3.5±0.1 47.4±2.9 7.0±0.8 5.4±0.3     ×
1本 0 0 3.2±0.1 30.7±1.8 4.2±0.5 5.5±0.4     ×
2本 0 0 3.1±0.1 29.5±1.8 2.6±0.3 4.2±0.3     ×
1本 0 0 3.1±0.1 30.1±1.2 3.2±0.2 4.8±0.3     ×
2本 0 0 2.9±0.1 27.5±2.1 2.2±0.4 4.1±0.3     ×
　　　　　　分散分析　播種期（A） ** ** ** **
　　　　　　　　　　　　　セルトレー（B）　　　　 ** ns ** **
　　　　　　　　　　　　　1穴当たりの株数（C） ** ns ** **
                             A×B ns ns * ns
                             A×C ns ns ** ns
                             B×C ns ns ns ns






































x 育苗中に剪葉処理が不要で，定植期に花芽が未分化で葉鞘径が概ね 6 mm 以上の処理区を実用性あり（○）とし，その条件にひとつ
でも該当しない場合があった処理区を実用性なし（×）とした 
w平均値±標準偏差 
v**は 1％，*は 5％水準で有意差あり，nsは有意差なし（3元配置分散分析）  












































第 2 表 ｾﾙﾄﾚｰ育苗における播種期，ｾﾙﾄﾚｰの規格およ
び 1穴当たり株数の違いが収量に及ぼす影響
z7/14 の調査結果，葉数 2.5～3.5 枚，長さ 60 cm に調製 
y2L，L，M，S は，それぞれ調製後の地上部重 180 g 以上， 
120 g 以上 180 g 未満，80 g 以上 120 g 未満，80 g 未満 
x平均値±標準偏差 w品種ごとの異なる英文字間には 5％水準で有意差あり 
（Tukey 法） 
育苗条件 抽苔 収量
品種 播種期 セルト 1穴当た 率 2L L M S 外
レー 株数 （％） （kg・a-1）
128穴 2本 0 120±17x cw 0 50 47 3 0 480
200穴 1本 0 168±18 a 23 77 0 0 0 336
1本 0 149±22 b 10 78 7 0 5 287
2本 0 117±20 c 0 46 46 5 3 458
200穴 1本 0 154±22 ab 11 84 5 0 0 308
1本 0 207±27 a 86 14 0 0 0 414
2本 0 146±19 c 2 88 10 0 0 584

































剪葉(A)    **   ns   ns   ns      ns   ns  ns    
剪根(B)    **   **   **   ** *    *    *



















剪葉(A)    ns    *   *    **      **    *   ns    
剪根(B)    **   **  **   ** **   **  **
(A×B)    ns   ns   ns   ns      ns   ns   ns  
調査日（月／日）調査日（月／日）
図中のエラーバーは標準誤差を示す（n=3） 
調査日ごとに**は 1％，*は 5％水準で有意差あり， 
ns は有意差なしを示す（2 元配置分散分析） 
第 3 図 定植 45 日目（6/6）の生育 









































剪葉(A)     *     ns          *
剪根(B)     **         **         **    
(A×B)     ns         ns          ns  
調査日（月／日） 調査日（月／日）
剪葉(A)    ns    *   **   *       ns    ns   ns    
剪根(B)    **   **  **  ** **    **   **
A×B      ns    ns  ns  ns       ns    ns   ns  
図中のエラーバーは標準誤差を示す（n=3） 
調査日ごとに**は 1％，*は 5％水準で有意差あり， 
ns は有意差なしを示す（2 元配置分散分析） 
第3表 定植時の剪葉と剪根が収穫時期および収量に及ぼす影響
z葉数 2.5～3.5 枚，長さ 60 cm に調製 
y2L，L，M，S は，それぞれ調製後の地上部重 180 g 以上，120 g 以上 180 g 未満，80 g 以上 120 g 未満，80 g 未満 
x平均値±標準誤差（n＝3）w調査日ごとに**は 1％，*は 5％水準で有意差あり，ns は有意差なし（2 元配置分散分析）， 
-は統計処理なしを示す 
収量z 収量 収量
2L L M S 2L L M S 2L L M S
(kg・a-1) (kg・a-1) (kg・a-1)
無処理 320±16x 14 86 0 0 404±  3 90 10 0 0 405±10 90 10 0 0
剪葉 279±  9 0 81 19 0 374±14 62 38 0 0 386±15 57 43 0 0
剪根 214±17 0 29 71 0 297±  5 0 95 5 0 335±15 29 67 5 0
剪葉＋剪根 192±11 0 10 76 14 266±  7 0 86 14 0 306±  9 5 95 0 0
剪葉（A)w * ** ns
剪根（B） ** ** **




















































第 4 表 育苗時と定植後の温度管理の違いが抽苔の 
発生と収量に及ぼす影響 
抽苔率z 収量
育苗 定植後処理 2L L M
処理 前期 中期 後期 (％) (kg/a) （％）
1 低 低 低 7 135 251 0 85 15
2 低 低 高 1 157 312 10 90 0
3 低 高 高 2 154 301 10 90 0
4 高 高 高 4 159 305 5 95 0
5 高 高 低 5 160 304 20 80 0
6 高 低 低 12 151 265 10 90 0
1 低 低 低 4 161 309 0 100 0
2 低 低 高 0 177 354 50 50 0
3 低 高 高 0 182 364 60 40 0
4 高 高 高 0 184 369 60 40 0
5 高 高 低 0 194 388 80 20 0
6 高 低 低 4 163 313 10 90 0
1．低・低・低 - 143 cw - - - -
2．低・低・高 - 164 a - - - -
3．低・高・高 - 163 a - - - -
4．高・高・高 - 167 a - - - -
5．高・高・低 - 171 a - - - -
6．高・低・低 - 155 b - - - -
  低温 - 153 b - - - -
  高温 - 177 a - - - -
育苗処理v - - - - -
- - - - -



















































































































































































第 4 図 ｾﾙﾄﾚｰ育苗による夏どり栽培に
おける抽苔回避と 7 月中旬どり
が可能な育苗時の生育指標 
出葉数 地上部重 葉鞘径 草丈
播種日 1穴当た
り株数 （枚） （g／株） （mm） （cm）
10/18 1 3.9±0.2z 2.9±0.5 4.6±0.4 25±2
1 3.3±0.1 2.6±0.4 4.4±0.2 28±3
2 3.1±0.2 1.5±0.4 3.3±0.3 24±3
2/14 2 1.7±0.1 0.7±0.1 2.5±0.2 22±1
試験区
11/1
第 5 表 連結紙筒育苗における播種期と 1 穴当
たり株数が定植期の生育に及ぼす影響
z平均値±標準偏差 
z6/4～7/16 の調査結果 y7/19 の調査結果，葉数 2.5～3.5 枚，長さ 60 cm に調製 
x2L，L，M は，それぞれ調製後の地上重 180 g 以上，120 g 以上 180 g 未満，80g 以上 120
g 未満 w異なる英文字間に 5％水準で有意差あり（Tukey 法） 
v**は 1％水準で有意差あり，ns は有意差なしを示す（2 元配置分散分析），      
-は検定なしを示す 
第 5 図 連結紙筒育苗の定植期の生育
第 6 表 連結紙筒育苗における播種期と１穴当たり株
数の違いが収量に及ぼす影響 
z7/26 の調査結果，葉数 2.5～3.5 枚，長さ 60 cm に調製 
y2L，L，M，S は，それぞれ調製後の地上重 180 g 以上，120 g 以上 180 g 未満，80g 以上 120 
g 未満， 80 g 未満 x平均値±標準偏差 
調製後 収量
播種日 1穴当た 地上部重z 2L L M S 外
り株数 （g／株） （kg・a-1）
10/18 1 188±21x 347 65 35 0 0 0
1 178±31 312 46 49 0 0 5
2 - - - - - - -




A：10/18 播種＋1 本，B：11/1 播種＋2 本，C：11/1 播種＋2 本，
D：2/14 播種＋2 本（慣行） 
１０月 １１月 １２月
上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下























第 6 図 本研究で新たに開発された，ｾﾙﾄﾚｰ育苗と連結紙筒育苗による夏どり栽培 
  









文は 2 部 4 章からなり，第 1 章では，大苗を育苗する方法として，定植時の断根を回避できる






 第 1 章では，無加温ﾋﾞﾆﾙﾊｳｽでのｾﾙﾄﾚｰ育苗において，播種日および 1穴当たり株数を調整する











 第 3 章では，ｾﾙﾄﾚｰ育苗による 7 月どり栽培技術の確立に向けて，実用性のある大苗を育成す
る育苗時の追肥方法と温度管理方法を検討した結果，実用的な追肥方法および温度の管理方法を
明らかにした．さらに，抽苔の発生を抑制し，収量が 300 kg･a-1以上で 7 月中旬からの収穫が
可能となる，出葉数と葉鞘径の生育指標を作成したことで，気象条件に年次間差があっても，実
用性のある苗を育成できる重要な知見であると評価できる． 
 第 4 章では，ｾﾙﾄﾚｰ育苗技術を従来のネギ栽培で広く用いられている連結紙筒育苗に応用した
夏どり栽培を検討した結果，連結紙筒育苗においても，ｾﾙﾄﾚｰ育苗と同様に，10 月中旬に播種し，






で 30 ha と順調に増加してきており，秋田県のネギの生産振興の一翼を担い，米に偏重した生
産構造の改善に寄与することが期待される． 
 本論文の審査会は平成 28 年 2 月 17 日に実施した．15 分程度の質疑応答では，質疑に対して
十分な応答を行うことができた．提出された論文も十分な内容を有しており,博士の学位の授与
するに妥当と認定した．  
 
